
沿道掘削の手続きについて 
ビル建築等のために沿道を掘削する必要が生じたときは、あらかじめ関係書

類を本区へ提出して協議してください。 

【提出書類の作成にあたって】 

○ 申請から承認まで約２～３週間かかりますので、早めに提出してください。 

○ 杭（基礎工・山留杭等）打ち工事は、掘削工事に含まれますので、必ず回答後に施

工してください。 

○ 下記の書類の順に、Ａ４ファイルで左綴じに製本してください。 

○ 書類の資料が一目でわかるように、見出しをつけてください。 

○ 正・副はすべて同じ内容としますので、副にも印を押してください。 

○ 道路境界に係わるトラブルを防ぐため、建築確認申請前に道路境界を道路台帳で確

認してください（問合せ：環境まちづくり総務課 財産管理係） 

【提出書類の作成要領】 

１ 沿道掘削施工協議書 

 ○ 「目的及び理由」は「○○ビル新築の基礎工事」等具体的に記入してください。 

 ○ 「出願場所」は地名地番ではなく、住居表示を記入してください。 

 ○ 掘削期間は、杭打ちから埋め戻し完了日までです。 

 ○ 「延長」には掘削を行う敷地における沿道の延長を記入してください。 

 ○ 「境界より」には山留構造物の外側までの最短距離を記入してください。 

２ 委任状（別紙１参照） 

 ○ 申請者が施工会社（代表者）の場合、建築主から施工会社（代表者）に対する委

任です。 

３ 誓約書（別紙２参照） 

 ○ 提出者は施工会社代表者とします。 

４ 案内図・配置図 

 ○ なるべく一枚とし配置図には前面道路幅員（現況幅員と認定幅員）、道路境界線

（朱線にて）、敷地及び建物１階平面図を記入してください。 

５ 建築工事概要書 

 ○ 別紙３に準じて作成してください。 

６ 掘削工事仕様書 

 ○ 別紙４に準じて作成してください。 

 ○ 排水方法等具体的に記載してください。 

 



７ 建物一般設計図 

 ○ 平面図（地階及び一階）、断面・立体図（各方位）として、図面上に道路境界よ

り外壁までの距離を記入してください。 

８ 山留計算書  

 ○ 計算書を作成した建築士の登録番号、氏名を記入してください。 

  （掘削深さが１．５ｍ以下の場合は提出不要です。） 

９ 山留構造図 

 ○ 平面図・断面図とし、朱線にて道路境界点を明示して、山留構造物の外側から道

路境界点までの最短距離を明示してください。 

 ○ 山留杭の離隔（はなれ）は５０ｍｍ以上（以下は引き抜く）とする。 

10 道路現況図 

 ○ 道路付属物（植樹・電柱・街路灯・枡・マンホール・パーキングメーター・歩道

切り下げ部等）を図示してください。 

11 引照点図（別紙５参照） 

 ○ 道路境界上の各ポイントに対して３点以上の引照点を設定し、番号をつけてくだ

さい。引照点は、不動性の高い建物の角や境界杭とし、道路上（Ｌ型等）や占用

物件（マンホール等）は不可とします。 

12 路面高低測量図 

 ○ 不動性の高い１点を基準点（Ｂ．Ｍ点）とし、道路境界線（申請地側及び向い側）、

歩車道境界線、道路中心点上を２ｍ以下の間隔で、できるだけ細かく測量点をと

り、番号をつけてください。基準点は建物の角など、不動性の高いポイントとし、

道路上や占用物件は不可とします。 

13 埋設管調査図 

 ○ 埋設管の占用者名（企業名）、関係、当該道路境界線からの離れ、深さも記入し

てください。 

14 道路現況写真 

 ○ 施工場所が区道に接する一側面に対して、３方（左右・正面）以上から道路の現

況がわかるように撮影したカラー写真。 

 ○ 道路境界上のポイント及び引照点並びに高低測量の基準点（Ｂ．Ｍ点）を撮影し

たカラー写真。 

15 工事工程表 

 ○ 全工程がわかるもの。掘削期間は申請書のものと一致させてください。 

16 建築確認通知書写 

 ○ 原則として、建築確認通知書のコピーをつけてください。申請中の場合は申請書

の写しをつけてください。 

連絡先：千代田区役所 電話 ０３－３２６４－２１１１（代表） 

【回答前】環境まちづくり部 環境まちづくり総務課 占用係 （内２７１６～８） 

【回答後】環境まちづくり部 道路公園課 維持係（内２７４５～７） 



沿道掘削施工協議書 

  年  月  日 

千代田区長 

 樋󠄀口 高顕 殿 

 

協議者 

住 所 

氏 名（代表者）           印 

 

                   現場担当者 

                   連絡先（会社） 

                      （現場） 

 

 下記のとおり、沿道掘削いたしたく関係図書添付の上、協議します。 

 

記 

１ 工 事 件 名 

 

２ 目的及び理由 

 

３ 施 工 場 所      千代田区             丁目    番（地）    号 

 

４ 掘 削 期 間           年   月   日から 

                   年   月   日まで 

 

５ 工 事 期 間           年   月   日から 

                   年   月   日まで 

 

６ 掘 削 範 囲      延長     ｍ・敷地面積      ㎡ 

              深度     ｍ・境界より      ｍ 

 

７ 提 出 部 数      正１部・副１部 

 

８  添 付 書 類      ①委任状  ②誓約書  ③案内図・配置図  ④建築工事概要書                 

⑤掘削工事仕様書 ⑥建物一般設計図 ⑦山留計算書 ⑧山留構造図 

⑨道路現況図及び引照点図 ⑩路面高低測量図 ⑪埋設管調査図 ⑫道

路現況写真 ⑬工事工程表 ⑭建築確認通知書写 



（別紙１） 

委  任  状 
 

 私は、（会社名 代表者名）               を代理人と 

定め、下記の権限を委任します。 

 

記 

 

 (ビル名)                          工事に 

伴う沿道掘削に関する一切の件。 

 

 

 

 

 

    年   月   日 

 

 建築主  住 所 

      会社名 

      代表者                   印 

 

 

 

 

 



（別紙２） 

誓  約  書 

 
      年   月   日 

千代田区長 殿 

 

                施工者 住 所  

                    会社名 

                    代表者              印 

 

 今般、下記工事施工に伴う沿道掘削に当たりましては、貴区の指示事項及び

関係諸規定を遵守し、危険防止はもちろん、道路管理上も支障のないようにい

たします。 

 なお、万一工事のために生じた道路その他の公共物、または埋設物の破壊等

一切の損傷につきましては、貴区の指示に従い復旧に要する費用を負担いたし

ます。 

 

記 

 

１ 工 事 名 

 

２ 施工場所 千代田区         丁目    番（地）   号 



（別紙３） 

建築工事概要書 

１ 工事名 

         ２ 工事場所 

         ３ 敷地面積 

         ４ 建築面積 

５ 延床面積 

         ６ 構 造 

７ 階数 地下 地上 

         ８ 地階床深さ 

         ９ 建物最高の高さ 

10  用  途  

11  建築主住所氏名 

12  設計者住所氏名 

13  施工者住所氏名 

14  建築確認月日及び番号 

 

（別紙４） 

掘削工事仕様書 

 

          １ 山留各種鋼打 

             種 類 

             全 長（ｍ） 

             根 入（ｍ） 

         ２ 掘削深さ 

         ３ 横矢板 厚さ（ｃｍ） 

         ４ 掘削方法 

         ５ 埋め戻し方法 

         ６ 排水方法（排水設備及び排水先） 

 

（注）上記事項について、施工方法を具体的文書により

詳記すること。なお、雨水桝を排水先としないこと。 
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